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になじみやすく、また他のマネジメント
システム規格と合わせた運用も可能で
ある。
　ISO 29990を導入・運用することで、組
織内の透明性の確保、従業員のモチベー
ション向上が図られ、提供する学習サー
ビスの品質向上と継続的な改善が実現で
きる。これにより顧客からの信頼向上だ
けでなく、対外的にアピールすることで
競合他社との差別化を図ることも可能に
なる。

　JQAは、ISO 9001の審査を通して、人
材の育成や技術の伝承を切実な課題とさ

　ISO 29990は国際標準化機構（ISO）に
よって発行された多くのマネジメントシ
ステム規格、とりわけ品質マネジメント
システムISO 9001との類似点が多い。一
方、要求事項はISO 9001の約140項目に
比べ約40項目と少なく、内容も教育現場
に直結しているものが多いため、PDCA
サイクルをつくりやすい規格となって
いる。また学習サービスの提供が事業の
一部である場合も、その事業部門や部署

（企業内の研修部門等）に限定した適用
や認証取得が可能となっている。そのた
めISO 9001認証を取得されている組織

れている組織が多いことを把握してお
り、ISO 29990は、まさにこういった課題
の解決に貢献できる規格であると認識し
ている。JQAは、これまでもさまざまな規
格、多様な業種の審査を手がけており、こ
れらの経験をもとに構築したデータベー
スを活用し、ISO 29990認証においても
適切な審査ノウハウを提供することが可
能である。
　また、ISO 29990の普及に向けてセミ
ナーを開催しており、これまでも企業の
教育部門、民間研修機関など、幅広い立場
の方々に参加いただいている。今後も、
ホームページや情報誌などを通じて継続
的な情報発信を行い、ISO 29990の普及
を通して、より多くの組織の課題解決に
貢献していきたいと考えている。 � ■

　ISO 29990は、（図1）のように「学習
サービスに関する要求事項（3章）」と「学
習サービス事業者のマネジメントに関
する要求事項（4章）」の2本柱で構成さ
れている。研修コースのような学習サー
ビスと組織のマネジメント、それぞれ
のPDCAを回していくことにより、学習
サービスの継続的改善を図ることを要求
している。
　具体的には、3章では、（図2）のように学
習サービスの質の向上のために、事業所
や受講者といった利害関係者のニーズを
把握し、研修カリキュラムを作成（P）、適
切な講師によりカリキュラムを実施する

（D）。実施後には事業所や受講者にヒア
リングやアンケートといったモニタリン
グを行い（C）、それらを反映させて学習
サービスの改善につなげる（A）といった
PDCAサイクルになる。
　また4章の10項目をPDCAに割り当
てると、（図3）のように考えることもで
きる。学習サービス事業者にマネジメン
トシステムとして適用することで、組織
の課題を見つけ出し是正することで改
善につなげるものである。全体として
ISO 9001と共通の内容が多いが、事業継
続の観点から財務管理に注目し、講師な
どの人事管理や外部の利害関係者から
のフィードバックを重視するなど、学習
サービスマネジメントシステムならでは
要求事項も含まれている。

　ISO 29990は、EUの発足を背景に人材
の流動化が盛んになったヨーロッパの主
導で、2010年9月に発行された学習サー
ビス事業者向けの国際規格である。ISO 
29990の正式名称は「非公式教育・訓練に
おける学習サービス－－サービス事業者
向け基本的要求事項」であり、認証可能な
規格である。「非公式教育・訓練」とは、小
学校、中学校、高等学校などの公式教育以
外の教育・訓練を指すが、その対象は学習
塾、語学教室、民間の職業訓練機関だけで
なく、企業研修機関や資格取得支援組織
など幅広い学習サービス事業者を想定し
ている。
　ISO 29990の序文には、「非公式教育・
訓練・人材育成の企画、開発、提供に関し、
学習サービス事業者と顧客に対して、質
の高い専門的な業務及びパフォーマンス
のための汎用モデル及び共通の枠組みを
提供することを目的としている」ことが
記されている。学習サービス事業者に、い
わば、サービスの品質の保証と向上を目
指すための基準を提供するもので、品質
マネジメントシステムISO 9001との類
似点も多い。
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人材の流動化が進む
ヨーロッパ主導で策定された
ISO 29990

ISO 29990の特徴――
2つのマネジメントシステムの
PDCAを回す

企業内の学習サービス
提供部門にとっても
メリットの大きいISO 29990

2013年2月、JQAは学習サービスマネジメント
システムISO 29990の認証サービスを開始し
た。ISO 29990は、経営のグローバル化や人材
の流動化が進むなか、質の高い教育・訓練・人材育
成の提供を目指す幅広い分野の組織が活用でき
るマネジメントシステムとして注目されている。

あらゆる組織の
人材育成の課題に応える
学習サービスマネジメントシステム
ISO 29990

1章  適用範囲

2章  用語及び定義（18項目）

3章  学習サービスに
関する要求事項

4章  学習サービス事業者の
マネジメントに関する要求事項

■ 図1： ISO 29990規格の構成

3.3 学習サービスの実施
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3.1 学習ニーズの明確化
3.2 学習サービスの設計

3.1 学習サービス
　　事業者によって
　　行われる評価

3.1 学習サービス提供の
　　 モニタリング

■ 図2： 3章　学習サービスに関する要求事項

4.1 一般的マネジメント
　　 要求事項
4.2 戦略及び
　　 ビジネスマネジメント

青字はISO 9001との対応がある要求事項

4.3 マネジメントレビュー
4.4 予防処置及び
　　 是正処置

4.9 内部監査
4.10 利害関係者からの
　　　 フィードバック

4.5 財務管理及びリスク管理
4.6 人事管理
4.7 コミュニケーション
　　 マネジメント（内部／外部）
4.8 人的・物的資源の割り当て
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■ 図3： 4章　学習サービス事業者のマネジメントに関する要求事項

ISO 29990の普及を通して
さまざまな企業の人材育成に貢献
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